
“恵を育む”島根の豊かな川づくり推進事業
　　　　　斐伊川の水生昆虫調査

清川智之・三宮孝理＊・中村幹雄

　斐伊川水系の水生昆虫相に関しては西村ら（1979）などいくつかが参照できるが、近年、上流から下流

にかけての水生昆虫を定量的に調査した例はない。そこで今回、最上流域の船通山から宍道湖に近い灘橋

にかけての水生昆虫を定量採集し、それらの現況を把握するとともに、各地点の特徴を水生昆虫の観察か

ら見出すこととした。今後、この結果と河川改修場所の現況とを比較することで、河川改修による環境の

変化について検討するための資料とする。

方 法

　斐伊川の最上流域船通山から宍道湖に間近い下渡部の

灘橋にかけて、14の調査地点を設け（図１）、それぞれ

の地点において典型的と考えられる瀬で採集を行った。

調査地点の設定は斐伊川全体を通した検討が可能なよう

に配慮した。また、特徴的な環境を有すると考えられる

場所である三成ダム下の減水区も調査地点に含めた。

　採集時期は水生昆虫の季節的消長を知るため1996年５

月、８月、11月の３回とした。採集には25×25cmのサー

バーネットを用いた。採集場所は流心部と岸寄りで水生

昆虫の種類や個体数が異なっていると考えられることか

ら、流心部２ケ所と岸より２ケ所の計４ケ所とし、水生

昆虫を砂榛ごと採集した。採集したサンプルはホルマリ

に選別と同定を行った。

結

図1　調査地点概略図（図中の黒丸は調査地点）

果

　調査地点の概要を表1に、調査地点・日時ごとの分類結果を表2に示した。今回の調査で確認された水生

昆虫は、トビケラ目、カゲロウ目、カワゲラ目など150の分類群からなっていた（表３）。採集された分類

部数を地点ごとに比較すると（図２）、平田、大宝、中之段が最も多く、次いで本郷、佐々木、船通山な

どで、河床が砂地の里熊大橋、菅原上、神立橋、灘橋下では少なかった。船通山ではここだけで採集され

た分類部の数は他地点と比較して圧倒的に多く（30.6％）、特徴的であったが、これらの中にはマダラタ

ニガワカゲロウ、キイロヒラタカゲロウ、トワダナガレトビケラなど一般に狭分布型の山地渓流の特徴種

と考えられるものが含まれていた（川合、1985）。
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表１　斐伊川の水生昆虫調査　調査地点の概要

船遠山　　中籾　　大白　三成ダム下　謳の涼　佐々木　　本算I　　早田　　Ｘ宝　　中之咬　孤舞大橋下　菅原上　神立橋　雌隣下

　　　興査月日

　　水温観謝時刻

　　水量（℃）

　　気温（℃）

　　　　天気

　　　　鬘ｌ

　　　　水色

　　槻れ采（ｍ）

　水泄（cn､j流心

　　　　　　岸

隋遼（ｍ／ｓ）桟心

　　　　　　　岸

底質　円剤厦

　　　　　一覧

　　　　層状構造

　　　河床徊

　　　阿川影怨

　　　　ｐＨ

5月18日　5月18日　5月18日　5月19日　5月19日　6月19日　S月19日　S月19日　5月19日　5月19日　５月18日　５月18日　5月19日　５月18日

　10:30　　n:30　　13:00　　9:05　　9:50　　10;35　　11:20　　13:15　　14:06　　15:30　　15:40　　18:20　　16:20　　17:00

　13　　17.1　　　20　　18.6　　14.4　　18.S　　18.9　　20.6　　20.5　　20　　20.8　　20.1　　20.5　　24.5

　24.6　　29､6　　26　　　22　　22.7　　26.5　　24　　26.5　　2jl.6　　26.5　　2i.5　　17.5　　22　　　19

　快晴　　決晴　　快晴　　快晴　　快晴　　快晴　　快晴　　快晴　　快晴　　快鴫　　快晴　　快晴　　快晴　　快晴

　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　０

　貨色　　無色　　褐濡色　やや褐贋色　鴛色　やや褐濁色　無色　　無色　　無色　　無色　　無色　　難色　　無色　　白濁色

　1.6　　　3.2　　　9.5　　　7.2　　　5　　　20　　　6.1　　　10　　　18　　　25　　　50　　　φ1　　　8.6　　　150

　15　　　40　　　45　　　70　　　40　　　100　　　60　　　30　　　50　　　30　　　100　　　30　　　1D　　　90

　5　　　20　　　20　　　30　　　20　　　20　　　30　　　20　　　20　　　15　　　5　　　20　　　25　　　20

　0.5　　　0.7　　　0.7　　　0　　　0.8　　　1　　　0,8　　　1　　　0､5　　　0,8　　0.05　　0.7　　0.02　　0.02

　0.1　　　0.3　　　0.3　　　0　　　0,2　　　0.3　　　0.2　　　0.7　　　0.1　　　0.1　　　0　　　0.3　　0.02　　　0

　亜角　斯円・亜角　亜円　　　円　　　亜円　　亜円　　亜円　　亜円　亜円・互角亜円・亜角　　－　　　－　　　－　　　－

　中庸　中・大禍　中・大腸　大庸　中・大畏　申・大禄　中・大庸　中・大一心・中・大織小・中橋　　砂　　　砂　　　砂　　　砂

　浮石　　沈石　俘・沈石　　沈石　浮・沈石　浮・吃石　浮・沈石　浮・沈石　呼・沈石　浮・沈石　　－　　　－　　　－　　　－

　騏一　　早瀬　　早胤　　　－　　早圀　　早原　　早瀬　　早瀬　　草原　　早瀬　　　－　　　－　　　－　　　－

　Ａａ　　Ａａ　Ａａ－Ｂｂ　　－　　Ａａ一Bb Aa－Bb Aa－Bb Aa－Bb　Bb　　Bb　　Bc　　13c　　BC　　Bc

　7,3　　7.3　　　9.5　　　7.8　　　7,9　　　8.9　　　8　　　8　　　8.6　　　7.7　　　8.5　　　8.4　　　8.1　　　8

鉛邁山　　中籾　　大曲　三成ダム下　謨の涼　佐々水　　素擢　　平田　　大宝　　中之陵　孤鼎大橋下　菅原上　　神立隅　　暉橋下

　　　叫査月日

　　水温観測時刻

　　水鳳（℃）

　　気温（℃）

　　　　天気

　　　　鳶騰

　　　　水色

　　流れ仮（ｍ）

　水一（cm）浚心

　　　　　　　岸

提遼（ｍ／ｓ）流心

　　　　　　　　岸

底質　円慶攬

　　　　　ｔ覧

　　　　層状構造

　　　阿ま似

　　　河川形態

　　　　ｐＨ

8月21日　8月21日　8月2;日　8月21日　8月22日　8月22日　8月22日　8月22日　８月21日　８月21日　８月21ヨ　8月21e　8月21日　8月21日

　9:15　　9:50　　10:20　　U:10　　7:20　　8:D0　　8:40　　9:30　　12:20　　12:50　　:3:50　　14:45　　15:25　　16:15

　16.4　　19.5　　21.5　　25　　　20　　2!.4　　22　　　22　　24.5　　24.5　　26　　　27　　29.2　　30.8

　28.7　　30　　26.5　　30.4　　21　　　25　　26.5　　26.5　　25　　　25　　26.5　　28　　224.7　　28

　晴れ　　晴れ　　くもり　　くもり　　晴れ　　晴れ　　晴れ　　晴れ　　くもり　　くもり　　くちり　　くもり　　くもり　　くもり

　　0　　　0　　　80　　　100　　　0　　　0　　　0　　　0　　　100　　100　　100　　100　　100　　100

　無色　　微白濁　　無色　　扱掲　　褐濁　　褐贋　　褐濁　　鴇耀　　無色　　無色　　無色　　無色　　無色　　無色

　!.6　　3.2　　　9､5　　　7.2　　　5　　　20　　　6.1　　　10　　　18　　　25　　　50　　　44　　　8.6　　150

　15　　　50　　　S!）　　60　　　60　　　70　　　S0　　　45　　　40　　　30　　　120　　　25　　　30　　　60

　10　　　30　　　25　　　30　　　20　　　70　　　40　　　20　　　30　　　20　　　30　　　20　　　10　　　20

　0.3　　0.6　　　0.5　　　0　　　1.2　　　0.9　　　0.6　　　0.6　　　0.5　　　0.7　　0.03　　0.G　　　0.4　　　0

　0.1　　　0.2　　　0.2　　　0　　　0.3　　　0.2　　　0.4　　　0.2　　　0.3　　　0.2　　　0　　　0.1S　　0,05　　　0

　豆角　亜円・亜角　亜円　　　円　　　亜円　　亜円　　互『　　亜円　亜円・亜角豆円・亜角　　－　　　－　　　－　　　－

　中禰　申・大震　中・Ｘ磯　大喪　中・大磯　中・大磯　中・大儒　中・大磯小・中・大磯小・中畏　　砂　　　砂　　　砂　　　砂

　浮石　　沈石　浮・沈石　沈石　俘・沈石　浮・沈石　浮・沈石　浮・沈石　浮・沈石　浮・沈石　　－　　　－　　　－　　　－

　μ瀬　　早鷹　　早ｓ　　－　　　旱瀬　　早ｓ　　早瀬　　早�　　早醜　　早瀬　　　－　　　－　　　－　　　－

　Ａａ　　Ａａ　Λａ－Ｂｂ　　－　　Ａａ－Ｂｂ Ａａ－Ｂｂ Ａａ－Ｂｂ Ａａ－Ｂｂ　Ｂｂ　　Ｂｂ　　ＢＣ　　ＢＣ　　ＢＣ　　Ｂｃ

　７．６　　　７　　　Ｓ　　　７．２　　　７．９　　　７．８　　　８　　　７．６　　　７．９　　　８．１　　　７．７　　　７．５　　　７．８　　　８．９

船通U』　中籾　　大曲　三絃ダム下　湯の原　佐々木　　本4gr　　早田　　大宝　　中之殴　汲熊大場下　甘湖上　神立橘　稼橋下

　　調査月日

　水温偏腿時刻

　　水温（℃）

　　気鼠（℃〉

　　　　天気

　　　　貫量

　　　　水色

　流れ鎬（ｍ）

　水原（ctn）異心

　　　　　　一

肌還（ｍ／ｓ）旅心

　　　　　　　　岸

進貢　円摺度

　　　　　眩度

　　　　層状轜塗

　　　阿床型

　　　阿川形態

　　　　ｐＨ

11月21日　11月21日　ｕ月21日　ｎ月21日　11月21a　u月21日　11月21日　11月21日　11月21日　ｕ月21日　11月21日　11月22日　11月22E∃　ｎ月229

　9:20　　10:05　　10:3s　　11:10　　n:40　　12:s5　　13:25　　14:30　　15:16　　16:00　　16:30　　8:20　　9:05　　9:50

　　8　　　9.9　　　10　　　9.3　　　10　　　9.7　　10.3　　10.4　　10,3　　10.3　　　U　　　!0.2　　10.3　　10.4

　9.3　　10.4　　12,5　　12.6　　12.S　　12.4　　12.3　　12､8　　?2　　　13.6　　12,7　　8.6　　12j　　14.9

　くもり　　くもり　　くもり　　くもり　　くもり　　ぐもり　　くもり　　くもり　　ぐもり　　晴れ　　くもり　　くもり　　くもり　　くもり

　100　　100　　100　　iO0　　100　　100　　100　　100　　　80　　　50　　　70　　　100　　100　　　80

　無色　　無色　　無色　　緑漫　　無色　　難色　　無色　　無色　　無色　　無色　　気色　　錆色　　無色　　賢色

　1.6　　3.2　　　9.5　　　7.2　　　5　　　20　　　6.1　　　10　　　1a　　　26　　　50　　　44　　　8.G　　　150

　20　　　46　　　40　　　？　　　80　　　50　　　50　　　30　　　5《〕　　50　　　100　　　40　　　10　　　5a

　10　　　20　　　20　　　？　　　10　　　40　　　40　　　20　　　25　　　10　　　10　　　20　　　10　　　20

　0.5　　0.35　　0,5　　0.03　　　1　　　0.5　　　0.8　　　0.6　　　0.7　　　0.5　　　0.2　　　0.5　　　0.6　　　0.1

　0.1　　　0.1　　　0,2　　0.01　　0.2　　0.25　　0.5　　　0.3　　　0.5　　　0.2　　0.1　　　0.1　　　0.3　　　0.1

　亜角　互円・互角　亜円　　　円　　　亜円　　豆円　　亜円　　亜円　亜円・亜角亜円・亜角　－　　　－　　　－　　　・

　中暑　中・大騰　中・大農　大磯　　中・大優　中・大蜃　申・大婁　中・大磯小・中・大磯小・中農　　砂　　　邨　　　砂　　　弓

　浮石　　沈石　浮・沈石　沈石　浮・沈石　浮・沈石　浮・沈石　浮・沈石　浮・沈石　浮・沈石　　－　　　－　　　－　　　－

　Ｑ薦　　早瀬　　早瀬　　　一　　　早瀬　　早箆　　ii瀬　　早瀬　　早瀬　　早賎　　　－　　　－　　　－　　　－

　Ａａ　　Ａａ　Ａ轟－Bb　　－　　Aa－Bb Aa－Bb Aa－Bb Aa－Bb　Bb　　Bb　　BC　　BC　　　BC　　Bc

　?.6　　7.1　　　7.S　　　7.2　　　7.4　　　7.1　　　7.3　　　7.3　　　6.9　　　7.6　　　？　　　6.8　　　6.9　　　7
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表２　斐伊川の水生昆虫調査　調査地点・調査日ごとに採集された生物の分類結果

平田 大宝 ゆ之咬 ｌ鼎大隣下 菅原上 祁立鴎 暉喝下

6月a月ｕ月 計 5月a月Ｕ月 計 5月8月11月 斯 s月8月ｎ月 計 s月８月ｎ月 計 S月8月11月 計 5月8月ｎ月 計

トピケラ目　ヒゲナガカワトピケラ 10　9　19 3a 6　10　M 30 6　12 IB

チャバネ1iゲナガカワト1fケヲ10　12　26 48 17　20　41 78 i6　11　27 54

ヒゲナガカワトピケラ科 24　1S　13 52 4　32　43 79 6　19 25 １ １

オオシマトビケラ 16　25　3 44 10　46　16 72 23 122 1a 165 ２ ２

立
　　ギフシマトビケラ

40　23　63 126 6　4　24 34 ３　３　５ 21

２　４　６ 12 １ １ １ １

オオヤマシマトビイケラ

シロズシマトビケラ
ナカハラシマトピケう 23　12 35 ２　　　７ ９ １　７ ８

コガタシマトピケラ属 9　15　20 44 I　S　13 19 １　３　４ ８ ４　１ ５

エチゴシマトピケラ ２ ２ ２ ２

a71psidgjp.PB

ムナグロナガレトピケラ 10　7　10 27 ３　２　４ ９ 1　13　6 20 １ １

カワムラナガレトピケヲ ２ ２

凡11yacapl111asp，RF １　２ ３

ｔロアタマナガレトビケラ ３　　　４ ７ １ １

ヤマナカナガレトピケラ ５　１　１０ 16 ２　３ ５ １　Ｓ　２ ８

トワダナガレトビケう

R辱acap旭as)，RK
クラマナガレトピケラ １ １

ニワナガレトビケラ

シコツナガレトとケラ
ナガレトビケラ科 ５ ５

ヤマトピケう屎 ５　５　５ 15 ３　５　１ ９ i7　84　7 1[}8

コヤマトピケラ凧 ３ ３ １ １ ４ ４

PlectmazSjsp.?八 １ １ １　９　３ 13 ３　７　１ １１

イワトピケラ科 ２　　　ｎ 13

ヒガシヤマクダトビケラ ３　　　３ ６ １　　　４ ５

キプゑクダトビケラ ５ Ｓ ２ ２

クダトビケラ屎 24 24 １ １ １ ！

C㎝&a ３ ３ ２ ２

セトトピケヲ潟 ３　１　１ Ｓ 7　13 加 S　12 17 ２ ２ Ｓ ５

ヒメセトトピケラ賦 ２ ２ １ １ １ １

アオヒゲナガトビケラ爾 １ １

センカイトビケラ属
ヒゲナガトピケラ科 １ １ １

●

－

ニンギ５ウトピケラ １　１　１ ３ ２ ２

GOな1如．ＧＡ ｌ １ １ １

ニッポンアマツパエグリトピケラ
エグリトビケラ料 】 １

グマガトピケう １ 】 ２ ２ １　４ ５ １　　　３ ４ １ １

キタガミトピケラ
コカクツツトビケク属

ホソパトピケラ １　１ ２ ２　２ ４

Z以前jQdejjp.DC １ ｌ

カワトビケラ科 Ｉ １

オトヒメトビケラ属 １ １

不明慎 ５　１ ６ １　４ ５ ９　１３ 22 １ １ １ １

カゲロウ目　エルモンヒラタカゲロウ 5　　　10 15 15　15　4 34 28　13　16 57

タニヒラタカゲロウ ４ ４

ユミモンヒラタカゲロウ ２　　　１ ３ １　　　４ ５

ナミヒラタカゲロウ 2　22 24 31 31 11 μ

ウエノヒラタカゲロウ １　　　３ ４

キイロヒラタカゲロウ

乖ｇウド４ハダヒラタカゲロウ １　Ｓ ６

キハダヒラタカゲロウ １ １

クt3タこガワカゲロウ

シロタニガワカゲロウ 2　15　1? 詞 5　17　7 酋 12　28　41 81 ３ １

マダラタこガワカゲロウ

埠プネタニガワカゲロウ

セスジタこガワカゲロウ
ミヤマタニガワカゲロウ周
サツキヒメヒラタメjゲロウ１ １ ３　　　１ ４

エラプタマダラカゲt]ウ ２　　　３ ５ ９ ９ １　５　７ 13

ヨシノマダラカゲロウ ７ ７ マ　１ ８ ６ ６

フタコブマダラカゲt】ウ １ １

オオマダラカロウ ３ ３ 69 69 la 18

こ3オノマダラカゲロウ

フタマタマダラカゲロウ
ミツトゲマダラカゲロウ

オオ々ママダラカゲロウ ２ ２ 10 10

クロマダラカゲロウ ２ ２ ６　　　２ Ｓ ５ ５

トウヨウマダラカゲロウ １ １ ４ ４

トウヨウマダラカゲロウ属
シリナガマダラカゲロウ 13 13 ７ ７ ９ ９

クシゲマダラカゲロウ 42　3 45 25　6 31 12 12 １ １

チノマダラカゲロウ 10　1　1 12 ７　４　３ 14 9　12　G 2?

アカマダラカゲロウ 40　40　76 156 t2　40　91 143 9　53　62 124

イマこシマダラカゲロウ
１

ホソバマダラカゲロウ

マダラカゲロウ科 １ １ ６ ６

サホこ]カゲロウ ５　８　１ 14 １ １ １　２ ３ 18 L8

トピイロコカゲロウ ４ ４ ２　？ ９ １　６ ７ １ １

コカゲロウ属 48　21　14 83 17　23　9 49 22　2S　10 57 ４　１ Ｓ 14　17　2 33 ５　Ｂ 13 １　１　２ ４

フタバコカゲロウ Ｕ　４　４ 19 ２　１ ３ ８　１　１ 10

ミジカオフタバコカゲロウ １ ｌ

フタバカゲロウ

タマリフタバカゲtコウ
チラカゲロウ 10　1 Ｕ ４　５ ９ ７　１０ 17

トピイロカゲロウ属 １ １

ヒメトビイロカゲロウ １ １ 20 20 ６ ６

ｋメカゲロウ属 ２ ２ ２　１ ３ １ １

キイロカワカゲt3ウ ５ ６ ３ ３ １　５ ６ １　１　１ ３ ２　５ ７ ７　１ ８ １ １

トウヨウモンカゲロウ ８ ８ 1　10　1 12 ２　１　４ ７ ２　　　１ ３

フタスジモンカゲロウ

モンカゲロウ ２ ２ ２ ２

モンカゲロウ屎
６ ６

アミメカゲロウ ３ ３ １ １
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表２ 斐伊川の水生昆虫調査　調査地点・調査日ごとに採集された生物の分類結果

厨遠山 呻籾 大曲 王政ダム下 傷の原 佐々木 本禰
S月8月11月 計 5月8月11月 針 5月8月Ｕ月 計 5月8月ｎ月 計 s月白月ｎ月 針 S月8月11月 肘 5月8月ｎ月 肘

トピケラ目　ヒゲナガカワトピケラ ２ ２ 7　□　S5 79 ３　Ｓ ８ 5　5　12 22 ８　３　７ 18
ﾁｬﾉ¶ネヒゲナガカリトビケ９ ３　　　３ ６ 5　5　13 23

ヒゲナガカワトビケラ料 １ １ 14　3 17 ４ ４ 3S　9　3 47

オオンマトビケヲ 13　13 26 31　68　3 102 47　7 S4
ウルマーシマトピケラ ７　１　２ 10 30　26　24 加 3　67　42 U2 1　26　33 60 ６　７　１ 14 11　3S　19 66

ギフソマトビケラ ３ ３ 42　2　3 47 ６ ６ ８　２ 10 １　３ ４ １　１ ２

オオヤマシマトビイケラ ２ ２

シロズシマト1fケラ ４　　　１ ５ ７ ７

ナカハラｙマトビケラ 2　203 78 283 SO　27 77 S　60 65 １　８　ｎ 20

コガタｙマトピケラ属 6　56　7 69 3　35　20 S8 2　15 17 ２　２　２ ６ 5　20　9 34

エチゴシマトビケク

　ーzlply咄s雫，PB
ムナグtzナガレトピケう

12 12

３　４　４ ｎ ３　１ ４ ２　３ ５ １　４ Ｓ
カワムラナガレトビケク

　紺lyzai)jl£ls零.RF
ヒロアタマナガレトピケラ ３ ３ １ １ １ １ ４ ４
ヤマナカナガレトピケラ １ １ ２ ２ ２ ２ ３　３ ６

トワダナガレトビケラ ３ ３

尺卸lc印池濾sp.RK
クラマナガレトビケラ

２ ２

ニワナガレトピケう １ １

シコツナガレトピケラ １　１ ２
ナガレトビケラ料

ヤマトビケラ届 ２ ２ １ １ １ １ ３　　　８ １１ 28 28 ４　１　８ 13
コヤマトビケラ蔭 ａ ８ １　　　１ ２ １ １

習ａカlx7zm£a3p.Rへ １　４　１ ６ ４ ４ １ １ １ １ ３　　　１ ４
イワトビケラ料 １ １ １ １ ６ ６ １　　　８ ９ ２　　’２ ４ ２ ２

ヒガｙヤマクダトピケう

キブネクダトビケラ ２ ２ 12　2 14 ６　２ ８ １ １

クダトビケう馬 １ １
C㎝&1 １ １ １ ｌ １ １

セトトtfケラ屑 ｉ　３ ４ ３ ３ ４　４ ８ ２　３ Ｓ ２ ２

ヒメセトト1fケラ屁
アオヒゲナガトピケラ属

セノカイトビケク属 １ ｜
ヒゲナガトビケラ科

ニノギョウトピケラ １　２ ３ ４ ４ １ ｌ ｌ １
G㎝r･功．ＧＡ

ニ７ポンアマツバエダリドピケラ３ ３

エグリトビケラ科 ２ ２ ２ ２

グマガトビケラ ４　　　３ ７ ２ ２ １ １
キタガミトビケラ ２ ２

コカクツツトピケラ属 １ １

ホソバトビケラ

Dokl711jodes即，DC Ｘ ｌ

カワトビケラ科

オトヒメ!･ピケラ胤

不明楠 ２　２ ４ ４ ４ ７　１５ 22 １　２ ３ ７　６ 12 １　３ ４
カゲロウ日　エルモンヒラタカゲロウ １　４ ５ 4　27　1 32 ３　４　１ ８ ｎ　５ 16 １　２ ３ 10　18　3 31

タニヒラタカゲロウ １ １ ３ ３ ２ ２
ユミモンヒラタカゲロウ ２　１４ 16 19　10　7 36 ８ ８ ３ ３ ３　４ ７

ナミヒラタカゲロウ 10　　　1 ｎ １ 】 ６ ６ 15 15 １ １ ４ ４
ウエノヒラタカゲロウ 11　1 12 27 27 ５ Ｇ １０　３ 13
キイロヒラタカゲロウ Ｕ ｎ

奉鮮ツト４ハダヒクタカゲロウ １　１　１ ３

キハダ巴ラタカゲロウ

クロタニガワカゲロウ ２　１ ３ １ １
シロタニガワカゲロウ ２ ２ ４　７ 11 ３ ３ 21　16　16 S2
マダラタニガワカゲロウ ４ ４

キブネタこガワカゲロウ ３　５ ８ １ １
セスジタニガワカゲロウ ３ ３

ミヤマタニガワカゲロウ鴛 １ ｌ

サツキヒメヒラタカゲロウ ２ ２ １ １ ２ ２ ４ ４ １ １
エラブタマダラカゲロウ ３ ３ 3　17 20 ２　１ ３ ４　１　４ ９

ヨシノマダラカゲロウ ９ ９ １ １ ２ ２ １ １ ７ ７

フタコブマダラカゲロウ

オオマダうカロウ ７　　　２ ９ １　　　１ ２ 59 59 １ １ １ １ １ ｌ

コオノマダラカゲロウ Ｉ １
フタマタマダラカゲロウ ５ ５ □ 17
ミツトゲマダラカゲロウ １ １

オオクママダラカゲロウ ７　　　４ 11 ８ ８ ４ ４
クロマダラカゲロウ １ ６　　　１ ７ ４ ４ ｌ ｌ

トウヨウマダラカゲロウ

トウヨウマダラカゲロウ屎 １ １

シリナガマダラカゲロウ ２ ２
クシゲマダヲカゲロウ ｎ １１ ５ Ｓ ３　２ Ｓ 18 18 Ｓ　３ ８

チノマダラカゲロウ ３ ３ ２ ２

アカマダラカゲロウ １　４　１ ６ 46　!M　8 148 12　66 砧 2　31　a 41 IS　34　19 68

イマニシマダラカゲロウ
ホソバマダラカゲロウ ６ ６ １ １

マダラカゲロウ科

サホコカゲロウ １ １ 2　10 12 ２　９ ｎ ３　６　３ Ｈ ３　３　２ ８ ４　２　１ ７

トビイロコカゲロウ ４ ４ ２ ２ ３ ３ １　１ ２

コカゲロウ罵 S0　25　3 78 !5　45　10 70 29　18 47 １ １ 33　65　17 ｎＳ 2　21　4 27 7S　51　9 135

フタバコカゲロウ Ｕ　１ 12 １　　　Ｓ ６ 37　7 41 １　７ ８ １ ｌ 4　2S　3 32

ミジカオフタバコカゲロウ ２ ２ １ １
フタバカゲロウ Ｓ ８

タマリフタバカゲt3ウ 12 12
チラカゲtコウ 17 17 10　12　6 2a

トビイロカゲロウ属 ４　２　２ ８ ６　　　７ 13 ５ ６ ２ ２ ２ ２

ヒメトピイロカゲロウ １ １ ３ ３
ヒメカゲロウ屎 １ １

キイロカワカゲロウ ６ ６ ４ ４ ２ ２ １　１ ２

トウヨウモノカゲtjウ

フタスジモンカゲロウ 1　　　34 3S １ １

モンカゲロウ

モンカゲロウ臨

アミメカゲロウ ３ ３
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表２　斐伊川の水生昆虫調査　調査地点・調査日ごとに採集された生物の分類結果

早田 大宝 申之唖 蜀熊大識下 菅原上 卿立論 雌柵下
5月8月ｎ月 計 6月8月１１月 肘 5月8月Ｕ月 計 6月8月ｎ月 肘 5月6月ｎ月 計 5月6月ｎ月 肘 ５月S月･1月 計

カワゲラＳ　　カミムラカワゲラ １ １
クロヒゲカｚムラマワゲヲ

トウゴウカワゲラ属 ６ ６ ４ ４

クラカケカワゲラ薦 ２　　　１ ３ １ １ ２　３ ５

オオヤマカワゲラ漏 １ １ ４ ４ ２ ２

フタツメカワゲラ属 ３　　　７ 10 １　３　７ Ｕ ２　２　１ Ｓ

カワゲラ亜料 3　20　3 26 3　25　18 46 ９　７　３ 19 ３ ３

キベリオスエダカワゲラ16　　　1 17 ６　　　５ １１ １　　　３ ４

モｙカワゲラ

モノカワゲヲ亜科
ミドリカワゲラ科 12　　19 31 43　　18 61 ５　　　９ 14 １ １

ハラジロオナｙカワゲラ科 １ ｜
オナフカワゲラ属

フサオナｙカワゲラ属

ユピオナｙカワゲラ尾

双甦Ｂ　　　ユスリカ科 82　2　32 116 148 12　18 178 133 39　14 1aG 319 18　74 411 75　36　27 138 60　2　4 66 29　28 106 la3
ブユ秤 ７　　　２ ９ １　１ ２

ウスバヒメZjガノポ亜料 22　15　34 71 1　2　20 26 19　33　56 108 １ １ １ １

－　　　　クロヒメガガンポ亜科 １ １ 12　1 13 ４ ４ ４　３ ７ 3　4　13 20 12　4 16
ガガンポ科 １ １

ガガンポ科蝸 ２　１ ３ １ １ １ １
アｔカ科

アミカ科慎
ナガレアプ科 １ １ １　１ ２

不明幼虫 ４ ４ ２ ２ ２　　　１ ３ ５ Ｓ ６　　　４ 10 １　　　１ ２
不明蜻 18 1a 25　1　3 29 ３　５ ８ 15　4 19 １　１　３ ５ ７　１ ８ ２　２ ４蜻蛉目　　　ホンサナエ

１ １ １　１ ２
オナガサナ工 １ １ １　３　３ ？ １ １

クロサナ工 １ Ｉ
キイロサナ工 ｌ １
ナゴヤサナ工

３ ３
コオニヤンマ １ １ １ １

サナエトノポ科 ６ ５ １ １

コヤマトンボ
１ １ １ １ １ １

キイロヤマトンポ
３ ３

ハグロトンポ
２ ２

アジアイトトンポ

広題目　　　ヘビトンポ １ １ １　１ ２ １　２ ３

センブリ科
１ １

祠題目　　　ヒラタドロムシ ７　９ 16 3　7　74 ＆1 2　12 14 ｌ １ １ １

マルヒラタドロムシ ｜ ２ ２ １ １
マスダチピヒラタドロムシ ２ ２ ２　１ ３ 雫

４ ｉ
チピヒゲナガハナノミ属 １ １ １ １

Ｓ
・

ｊ
マルハナノ４科

オナガミズスマシ属 ６ ６ ８ Ｓ
ゲンジポタル １ １ ３　１　１ ５
ゲンゴロウ料
不明幼虫 １　１３ 14 ４　３　1３ 20 ２　１０　８ 卸 １　２　３ ６ 1　S　10 16 ２ ２ １　２ ３
不明成虫 １ １ ４ ４ 12　2 Ｍ １ １

早題目　　　ナヘブタムン １ ９

ふ １ １ １　　　１ ２
チ1ビミズムシ登科 ２ ２ 1　532 533 ４ ４ IM 1C4一耀目　　　キオビミズメイガ ６　２ ８

４ズメイガ属
３ ３

その仙　　　扁芦ｰ勿 ４ ４ ５　１ ６ ６　８　２ 16

扁形●哨 ２ ２
273 273 ７ ７ １　２ ３ 3　11　9 23

軟体恥物 ２ ２ ６ ６ 1　4　13 18 ｌ １
エビ顎 １ １ ２ ２ ｌ １ 弱　２ 88等瓦目

１９　４ 23 1　10 ｎ
不明

２ ２ １
１

畠

合計 514 324 507 1詞5 431 326 662 14j9 367 61】454 1432 620 49 105 774 116 n0 616 842 95　27　16 138 132 33 234 399
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表２　斐伊川の水生昆虫調査　調査地点・調査日ごとに採集された生物の分類結果

鉛遠山 申籾 大自 ＝成ダム下 傷の貳 佐々木 本郷

5月8貝Ｕ月 計 sMa月ｎ月 計 5月8月ｎ月 計 6詞8月ｎ月 肘 5月8月11月 計 5月8月11月 計 S月8月11月 計

ｉりゲう自　　カＳムラカリゲラ １ ｌ

クロヒゲカａムうマワゲラ １ １

トウゴウカワゲラ鍼 １　１ ２
１ １ １ １

　　　クラカケカワゲラ瓢
W

１ １

フタツメカワゲラ属
１　Ｓ ６ ４　１ ５

カワゲラ亜科 １　１ ２ ８ ａ １　３ ４ IS　6 21

キペリｔスエダカワゲラ２
２ １ １ ２　　　１ ３

￥ンカワゲラ １ １

モンカワゲラ亜貝 １ １

ミドリカワゲう科 １ １ ３ ３ ２ ２ 12 12 1＆　　6 24

　ﾊﾗｼﾞﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗﾆ弓飛箱馬

匹

１ １

２ ２ １ １

9　13 22 ３ ３ ５ ６

ユピオナシカワゲラ瓢 ２　１ ３

双指目　　　ﾕｽﾘｶ　　=昌揃‰平

　　二回感蜃-

３　４　６ 13 42　12　3 67 125 11　14 150 76　46　4 126 94　2Q　4 118 10　10　5 2S 146　3　54 203

３　１ ４ U　26 37 ６　１ ７ ２ ２ ２ ２ ３ ３

２　　　３ ５ 40　4 44 17　24 126 167 34　1　S 40 14　16　19 49 12　4　32 48

３　２ Ｓ １　２ ３ ２ ２

ガガンポ斜
が戈jンポ料櫨 １ １

１ １ ２ ２

ｙＱカ斜 ４ ４
８ ８

ア・力料蝸 ２ ２
１ １

ナガレアプ料 ２　　　１ ３ ２ ２ 2　4　18 24 １ １

冪嗣幼虫 １　６ ６ １　２ ３ ７ ７ 12 12 ２ ２ ２ ２

不明蝸 １ １ ２　２　１ ６ ｎ　２ 13 ６　５ 10 ６ ６ １ １ 12　　2 14

蜻蛉目　　　ホンサナエ
　　　　マ ２ ２ １　２ ３ １　２ ３ １　　　２ ３

クロ廿ナ工 １　　　１ ２

キイロサナ工
　　　　ナゴヤサナ工

〃
　　　　コオニヤンマ

マ
マ

キイロヤマトンポ

ハゲロトンポ

アジアイトトンポ
１ １

広題目　　　ヘピトンポ
　　　　マ

１ ｌ １ １ ５ ５

２ ２

鞘題目　　　ヒラタドロムソ
　　　　マ

９ ９ ４　６ 10 ９　５　２ 16

１ ｌ

　マスダチピヒラタドロムシ
四

１ １

１ １

マルハナノな料 １ １

オナガ々ズスマシ嵐
２ ２ ５ ６ ３　　　４ ７ １ １

ゲンジポタル １ ｌ

ゲンゴロウ科
１ １

不・幼虫 16　1　1 18 ４ ４ ３　　　４ ？ ２　１　５ ８ ３　２ ６ ２　　　７ ９

不明成虫 １　１ ２ １ ｌ １ １ １ ｌ ２ ２

奉加ll　　　ナペプタムｙ １０　９ 19 ４　９　４ 17 2　3　16 21 １ １

チピミズムシ麗料

●回目　　　キｆピ・ズメイガ １ １

々ズメイガ罵
その義　　　ーー動物 １ ｌ ２　１ ３ ３　１　２ ６ ３ ３ ２　２ ４ ４　２　１ ７

一別動物 ｌ １ ３　１ ４ 13　1　1 15 ３　Ｓ ８ １ １ ２ ２

　　　　　軟体動物
マ

1　　　44 46

４　８　４ IG １ １ １ １ 1　6　22 29

毎一目 １ １

不明 １ １ ２ ２ １ １

合計 193 109 94 39{i 272 254 124 6SO 274 670 4a1 1425 86　70　21 177 193 2G3 365 821 116 305 133 S&1 473 346 289 noa
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表３　確認された水生昆虫一覧
トとケ９回

　　ｋダタｊｊり加1!ケク

　　チャバｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．

　　ｋダタガカツドｌケラ霖

　　ｔｉシートｅケ９

　　ウ』1v－シート11ケ９

ギフシマトピケラ

オオヤマシマトビイケラ

シロズシマトピケラ

ナカハうシマトビケラ

コガタシマトピケラＸ

エチゴシマトピケク

Sylp!ycheap,PS

ムナグt]ナガレトビケク

カワムラナガレトピケク

RhgcophbsμRF

ヒロアタマナガレトビケク

ヤマナカナガレトピケラ

トフダナガレトビケう

R力yacopMilp.RK

クうマナガレトピケラ

ニフナガレトピケラ

シコツナガレトピケラ

ナガレトピケｉ科

ヤマトピケラ翼

コヤマゝピケラ属

一eclrcx二naiia●p,PA

･fワトピケク料

ヒガシヤマクダトピケラ

キブネクダトピケタ

クダトピケラ薦

Cefacka

セトトピケクＳ

ヒメセトトピケラ屑

アオとゲナガトピケラ属

センカイトピケラ肩

ヒゲナガトピケラ科

ニンギ３ウトピケラ

Goerasp.GA

二フポンアマツバエグリトビケク

エダリトピケラ科

グマガトピケラ

４タガミトピケう

　　ホソバトピケラ

　　Do4opModes。p.DC

　　カワトピケ､ク料

　　オトヒメトピケク属

　　不明蝸

カゲロウ○

エルモンヒラタカゲロツ

タこヒラタカゲロウ

ユミモンヒクタカゲロツ

ナミヒラタカゲ【】ウ

ウエノヒラタカゲロウ

キイＤヒラタカゲロウ

キ３ウトキハダヒうタカゲロウ

キハダヒラタカゲロウ

クロタこがりカゲロウ

シロタニガワカゲロウ

マダラタこガワカゲロウ

キプネタこガワカゲロウ

セスジタニガワカゲロウ

ミヤマタこガワカゲロウ嘱

サツキヒメヒラタカゲロウ

ュこラプタマダうカゲロウ

ヨシノマダフカゲロウ

フタコプマダラカゲロウ

オオマダタカロウ

コオノマダラカゲロウ

フタマタマダラカゲロウ

ミソトゲマダラカゲロウ
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　図３に各地点の水生昆虫の個体数と湿重量を

目別に示した。上流から中流域にかけてカゲロ

ウ目とトビケラ目が個体数に大きく寄与し、中

流域ではトビケラ目が湿重量の大部分を占めて

いることがわかる。湿重量が湯の原で少なく下

流域に行くに従い増大しているが、これはトビ

ケラ目の増加によるものである。里熊大橋より

下流域では水生昆虫相は一変した。トビケラ目、

カゲロウ目とも個体数、湿重量ともに大きく減

少し、ホソバトビケラ、シリナガマダラカゲロ

ウなどの緩流部の砂底質に適応した種が若干見

られる程度であった。これらにかわって下流域

の個体数、湿重量に大きく寄与したのはユスリ

カ科、チビミズムシ亜科といったごく一部の種

であり、多様性は大きく低下していた。また、

これらの種は岸寄りにみられ、砂が絶えず流下

している流心部は水生昆虫がほとんど生息でき

ない状況であった。
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調査地点ごとの目別個体数と湿重量

(値は３回の調査の合計値)
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